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1 は  じ め  に

ホウレンソウ萎凋病とは、F“ sarル″ 羽
"0″

″″という

糸状菌によつて引き起こされる土壌病害で、高温期に発

生が多く、夏どリホウレンソウの産地である岩手県では

作柄不安定要因として問題になっている。一方、室内試

験により、カラシナに含まれている辛み成分 (ア リルイ

ンチオシアネー ト)力 こ`の萎凋病菌密度を低減させ、発

病も抑制させる効果があることが報告されている
°
。

本試験ではこの報告をふまえ、カラシナ茎葉を雨よけ

ホウレンソウハウス内に鋤込み、圃場 レベルでの萎凋病

軽減効果の検討を行つた。

2試 験 方  法

(1溝験場所 岩手県農業研究センター県北農業研究所

(2)試験区の構成

以下のような試験区を設け、6月 17日 から7月 14日

の約 lヶ 月間処理を行つた。なお、有機物は各区 0 5Va

を鋤込みに用いた。

試験区名
処理の概要

有機物の種類  鋤込み後被覆
カラシナ無被覆区 カラシナ茎葉     一
カラシナ被覆区 カラシナ茎葉   透明マルチ
カラ
箔≧査
陽熱 ヵラシナ茎葉 透明マルチ十トンネル

太陽熱消毒区    ―   透明マルチ+ト ンネル
慣行栽培区  バーク堆肥     ―

(3)耕種概要

1)施月巴量 (kg/a) N:P:K‐ 1:05:05

※各区、処理開始時の 6月 17日 に施用した。

2)耕種概要 処理終了時の 7月 14日 に条間 12 cll、

株間 8 cllで `サンライズ'を播種 し、8月 11日 に収

穫を行った。

3 試験結果及び考察

(1)処理期間中の地温 (表 1)

太陽熱消毒で萎凋病菌を防除しようとする場合、地表

面下 10 ciで 40℃以上の地温を 50時間以上確保する必

要がある。本試験で、この条件を満たしたのはカラシナ

太陽熱消毒区のみで、その他の試験区では地温が十分に

は上昇しなかつた。

(2)萎凋病菌密度の変化 (図 1)

カラシナ被覆区、カラシナ太陽熱消毒区、太陽熱消毒

区で処理後、菌密度の大幅な減少が見られた。表 1の地

温と比較 してみると、これら3区は、菌密度の測定に用

いた土壊をサンプリングした地表面下 5 calの 40℃以上

の地温が 50時間以上になっており、地温の上昇が菌密

度低下の要因の一つとして考えられた。

一方、処理期間中に被覆を行わず、地温の上昇が望め

ないカラシナ無被覆区でも処理後の菌密度が減少する傾

向にあつたが、被覆を行つていないため揮発性の辛み成

分が効果を十分に発揮できず、菌が残存したものと考え

られた。

(3)萎凋病の発病抑制 (図 2)

8月 2日 の調査時には、カラシナ鋤込みを行つた 3つ

の区で発病株率が 100/。X満と低い値であつた。逆に、

太陽熱消毒区では 30%を超える発病が見られた。

8月 11日 (収穫時)の調査時には、カラシナ被覆区、

カラシナ太陽熱消毒区で低い発病株率であった。また、8

月 2日 に低い発病株率を示 していたカラシナ無被覆区で

は 60%を超える高い発病株率となつた。

本試験では、地表面下 5 cmの 菌密度しか測定していな

いため断定はできないが、太陽熱消毒区は、地表面下 10

cmの地温が十分に上昇しておらず、地温の上昇による殺

菌が不十分であつたと考えられる。一方、カラシナ太陽
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熱消毒区では太陽熱消毒に必要な温度条件を満たしてお

り、土壌深部 (地表面下 10 cl付近)ま で菌密度が減少

し、発病が低く抑えられたと考えられる。

カラシナ無被覆区、カラシナ被覆区では地表面下 10

cmの地温が十分に上昇していなかったにも関わらず、8

月2日 の調査時に低い発病株率を示していたことから、

この 2区に関しては、カラシナ鋤込みの効果によつて発

病が抑制されたと推察される。特にカラシナ被覆区では

8月 11日 の調査時においても低い発病株率であつたこ

とから、被覆により辛み成分が土壌から揮発せず、十分

に効果を発揮したのではないかと推測される。

(4)収穫時のホウレンソウの生育量 (表 2)

カラシナ被覆区とカラシナ太陽熱消毒区で草丈、調整

重ともに良好であり、出荷不能株率も低く抑えられてい

たことから推定収量も大きい結果となった。

し、姜凋病の発病も低く抑えられたことから、竹原らに

よる室内試験の結果1)を圃場で再現することができたと

考えられた。また太陽熱消毒に必要な地温を確保できな

くても、カラシナ鋤込みにより萎凋病の発病軽減が見ら

れたことから、地温の確保が難しい時期や地域でも利用

可能な技術になり得る可能性も示唆された。今後は実用

的な技術として組み立てるために、土壌の階層別の菌密

度の測定や、有効なカラシナの鋤込み量とその際の辛み

成分量を把握する必要があると考えている。
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4 ま

カラシナ鋤込み十被覆を行つた処理で菌密度が低下

め

カラシナ太陽熱消毒区
太陽熱消毒区

カラシナ   カラシナ   カラシナ  太陽熱消静 KI 慣行栽培区
無被授区   被豪区  太陽熱消毒区

図1萎凋病菌密度(cヽ/g乾土)の変化
注)使用した土壌サンプルは、地表面下5cm付近を採取し、希釈

平板法(Fo培地)で測定した。
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被覆区  太陽熱消考区
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口 8月 2日

口 3月 Hヨ

(cll)  (g)    3)    (kg/a)
カラシナ無被覆区  134   62    248     49

注2)推定収量は栽植密度×調睦重×出荷可能株率で算出した。
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